
次の注意事項を解答用紙と対比しながら声を出さずに読んで下さい。

1．解答用紙の受験番号の確認

解答用紙の所定欄に、あなたの受験番号が印刷してありますので、確認して下さい。

記載内容に誤りがある場合は、手を上げて下さい。

2．解答用紙への氏名及びフリガナの記入

解答用紙の所定欄に、あなたの氏名を記入するとともに、フリガナをカタカナで記入して下さい。

3．注意事項の表紙への受験番号及び氏名の記入

この注意事項の表紙の所定欄に、あなたの受験番号及び氏名を記入して下さい。

4．試験問題数及び解答時間

学科試験2の試験問題数は20問で、解答時間は60分です。

5．解答方法

⑴	 解答方法はマークシート方式です。各試験問題には⑴から⑷までの4通りの答えがありますの

で、そのうち質問に適した答えを一つ選び、次の例にならって解答用紙にマーク（塗りつぶす）

して下さい。

なお、一つの試験問題で二つ以上マークすると誤りとなりますので注意して下さい。

〔例〕問題1　次のうち、日本一高い山はどれか。

⑴　阿蘇山

⑵　浅間山

⑶　富士山

⑷　槍ヶ岳

正解は⑶ですから、次のように解答用紙の 3 をマークして下さい。

問題番号 解　答　欄
問題1 1 2 4
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注　意　事　項

必ず記入して下さい。

受験番号

氏　名



⑵	 採点は機械によって行いますので、解答はＨＢの鉛筆を使用し、 の外にはみ出さないよう

にマークして下さい。ボールペンは使用しないで下さい。

なお、シャープペンシルを使用する場合は、なるべく芯
しん

の太いものを使用して下さい。

良い解答の例……

悪い解答の例……

⑶	 一度マークしたところを訂正する場合は、消しゴムで消し残りのないように完全に消して下さ	

い。なお、砂消しゴムは、解答用紙を傷つけたり、汚す恐れがありますので使用してはいけません。

鉛筆の跡が残ったり、 のような消し方をした場合は、訂正したことにはなりませんので注

意して下さい。

⑷	 解答用紙は、折り曲げたり、チェックやメモ書きなどで汚したりしないように特に注意して下

さい。

6．その他の注意事項

⑴	 試験問題の内容に関する質問には一切お答えしません。

⑵	 解答用紙を持ち帰ることは認めません。

⑶	 途中退室は試験開始30分後から試験終了15分前までの間は認めますが、その前後の途中退室	

は認めません。

⑷	 途中退室する際には、着席したままで手を上げて下さい。

監督員があなたの解答用紙を回収し、退室の指示があるまで席を立たないで下さい。

⑸	 一度退室すると試験終了後、指示があるまでは再入室を認めません。

⑹	 試験終了後は、監督員が全員の解答用紙を回収し確認作業を行いますので、監督員の指示が	

あるまで席を立たないで下さい。

⑺	 試験問題は、試験終了後の持ち帰りは認めますが、途中退室する際の持ち出しは認めません。

途中退室された方が試験問題を必要とする場合は、試験終了後、再入室を許可する旨の指示を

受けてから、再入室して自席のものをお持ち帰り下さい。許可するまでは再入室を認めません。



「学 科 試 験 2」
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څ ਫ ૷ ஔ ͷ ֓ ཁ

໰୊ɹûø	 。ਫ૷ஔに関する次の記ड़の正誤の૊み合Θせのうち、適౰なものはどれかڅ

Ξ	 ਫ用۩でないઃඋに઀ଓしないこと、;ろなڅਫ૷ஔ以外のਫ؅やڅਫ૷ஔは、౰֘څ

どのਫ受け容ثにڅਫする場合はڅਫ؅内へのਫのྲྀٯを๷ࢭするાஔを͡ߨること、ࡐ

質がਫಓਫのਫ質にӨڹを及΅さないこと、内ѹɾ外ѹに対しे分なڧ度を༗しているこ

と౳が必要である。

Π	 ਫಓ法で定ٛしているʮ௚݁するڅਫ用۩ʯとは、څਫ؅に容қにऔ外しのできないߏ଄

として઀ଓし、༗ѹのままڅਫできるڅਫખ౳のڅਫ用۩をいい、ϗーε౳で、容қにऔ

外しの可ೳなঢ়ଶで઀ଓされるث۩はؚまれない。

΢	 ਫಓ法によりਫಓ事業ऀはنڅڙఔを定めることになっており、このنڅڙఔでは、څ

ਫ૷ஔ޻事のඅ用については、ݪଇとして౰֘څਫ૷ஔの৽ઃຢはఫڈはਫಓ事業ऀが、

վ଄ຢはमસのඅ用についてはध要ऀがෛ୲することとしている。

Τ	 ध要ऀが、他の所༗ऀのڅਫ૷ஔ（ਫಓメーターの上ྲྀଆ）から分ذঝ୚をಘてઃけたڅ

ਫ؅及びڅਫ用۩は、څਫ૷ஔには౰たらない。

Ξ	 Π	 ΢	 Τ

⑴	 	 正　　　誤　　　正　　　正

⑵	 	 誤　　　正　　　誤　　　正

⑶	 	 誤　　　誤　　　正　　　誤

⑷	 	 正　　　正　　　誤　　　誤



2

໰୊ɹûù	 手に関する次の記ड़のܧਫ؅の઀合及びڅ 内に入る۟ޠの૊み合Θせのうち、

適౰なものはどれか。

ᶃ	 εςンϨε߯߯؅のܧ手のछྨとしては、 Ξ とプϨε式ܧ手がある。

ᶄ	 ՍڮϙリΤチϨン؅のܧ手のछྨとしては、メカχカル式ܧ手と Π がある。

ᶅ	 ਫಓ഑ਫ用ϙリΤチϨン؅のܧ手のछྨとしては、 Π 、ۚଐܧ手と ΢ 	

がある。

ᶆ	 ϙリΤチϨン二૚؅のܧ手には、 Τ が用いられる。

Ξ Π ΢ Τ

⑴ プッシϡΦンܧ手 手ܧ༥着式ؾి フϥンδܧ手 ۚଐܧ手

⑵ プッシϡΦンܧ手 ೤༥着式ܧ手 メカχカル式ܧ手 ؅୺๷৯ܧ手

⑶ ৳ॖ可とう式ܧ手 ೤༥着式ܧ手 フϥンδܧ手 ؅୺๷৯ܧ手

⑷ ৳ॖ可とう式ܧ手 手ܧ༥着式ؾి メカχカル式ܧ手 ۚଐܧ手



�

໰୊ɹûú	 ড়ਫثに関する次の記ड़の正誤の૊み合Θせのうち、適౰なものはどれか。

Ξ	 ড়ਫثのᖤաࡐは、ϙリΤチϨン、ϙリεルϗン、ϙリプϩϐϨン౳からできた中ۭࢳ

ບを中৺としたᖤաບにݶ定される。

Π	 ড়ਫثのᖤաࡐのカートリッδは༗ޮݶظを確認し、適切にަ׵することが必要である。

΢	 ড়ਫثの中には、残ཹԘૉや୙度をݮগさせることの΄か、トリϋϩメタン౳のඍྔ༗

機෺や鉛、षؾ౳をݮগさせるੑೳを持つ੡඼がある。

Τ	 ড়ਫثのうち、ড়ਫث୯ಠで੡଄ɾൢചされ、消අऀがऔ෇けを行うものはڅਫ用۩に

֘౰する。

Ξ	 Π	 ΢	 Τ

⑴	 	 誤	 正	 正	 誤

⑵	 	 誤	 正	 誤	 正

⑶	 	 正	 誤	 誤	 正

⑷	 	 正	 誤	 正	 誤
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໰୊ɹûû	 。ਫ用۩に関する次の記ड़の正誤の૊み合Θせのうち、適౰なものはどれかڅ

Ξ	 すࢭຢはఀݶਫを੍څਫ૷ஔのमཧその他の໨తでڅ及びࢭਫの開始、中څ、ਫખはࢭ

るために使用するڅਫ用۩である。

Π	 μΠϠフϥム式ボールタップは、ѹྗ室内෦のѹྗมԽをར用しμΠϠフϥムをಈかす

ことによりుਫ、ࢭਫを行うもので、څਫѹྗによるࢭਫҐのมಈがେきい。

΢	 ボールタップは、フϩートの上下によって自ಈతにหを開ดするߏ଄のもので、一ൠܗ

ボールタップはςίのߏ଄によって୯式とෳ式とに۠分される。

Τ	 によって߅଄であり、ଛࣦਫ಄がେきい。また、ྲྀਫ఍ߏਫ෦がམしこまࢭ、หはܗۄ

こまύッΩンがຎ໣するので、ࢭਫできなくなるおそれがある。

Ξ	 Π	 ΢	 Τ

⑴	 	 誤	 誤	 正	 正

⑵	 	 正	 誤	 正	 誤

⑶	 	 誤	 正	 正	 誤

⑷	 	 正	 誤	 誤	 正



5

໰୊ɹûü	 ਫ用۩に関する次の記ड़のڅ 内に入る۟ޠの૊み合Θせのうち、適౰なものは

どれか。

ᶃ	 Ξ は、各หମのςεトίックによるੑೳチェック及び作ಈෆྑ時のหମのަ׵

が、഑؅にऔ෇けたままできるߏ଄である。

ᶄ	 Π は、一次ଆのྲྀਫѹでࢭٯหମをԡし上げて通ਫし、ఀࢭຢはٯѹ時はࢭٯ

หମが自ॏとٯѹでห࠲をด͡るߏ଄である。

ᶅ	 ΢ は、1ݸのหମを͹Ͷによってห࠲にԡしつけるߏ଄のものでᶗܕとᶘܕが

ある。

ᶆ	 Τ は、ྫྷפ஍などのਫൈき഑؅で、ෆౚખを使用して二次ଆ഑؅内のਫをഉਫ

しౚ݁を๷͙഑؅において、ഉਫ時にಉ഑؅内にۭؾをಋ入してਫൈきをԁ׈にする自ಈ

หである。

Ξ Π ΢ Τ

⑴ 二ॏ式ྲྀٯ๷ثࢭ μΠϠフϥム式ࢭٯห ثࢭ๷ྲྀٯѹ式ݮ หؾٵ

⑵ ෳ式ྲྀٯ๷ࢭห μΠϠフϥム式ࢭٯห ୯式ྲྀٯ๷ࢭห หؾۭ

⑶ 二ॏ式ྲྀٯ๷ثࢭ 自ॏ式ྲྀٯ๷ࢭห ୯式ྲྀٯ๷ࢭห หؾٵ

⑷ ෳ式ྲྀٯ๷ࢭห 自ॏ式ྲྀٯ๷ࢭห ثࢭ๷ྲྀٯѹ式ݮ หؾۭ

໰୊ɹûý	 。ਫ用۩に関する次の記ड़のうち、ෆ適౰なものはどれかڅ

⑴	 େศثચড়หは、େศثのચড়に用いるڅਫ用۩であり、+*4ç#ç2061ɿ2013（څਫખ）

ຢはそれに४͡たߏ଄のものは、ॠ間తにଟྔのਫを必要とするので഑؅は20ܘޱNN

以上としなけれ͹ならない。

⑵	 定ྲྀྔหは、͹Ͷ、ΦリフΟε、χーυル式౳によるྲྀྔௐ੔機ߏによって、一次ଆの

ѹྗに関Θらずྲྀྔが一定になるようௐ੔するڅਫ用۩である。

⑶	 ஷଂ౬෸ثは、ボールタップをඋえたث内の容ثにஷਫしたਫを、一定Թ度にՃ೤して

。ਫ用۩であるڅ౬するڅ

⑷	 αυル෇分ਫખは、഑ਫ؅にऔ෇けるαυル機ߏとෆஅਫ分ذを行うࢭਫ機ߏを一ମԽ

した分ਫખで、分ܘޱذは13～50NNである。



�

໰୊ɹûþ	 ਫಓメーターに関する次の記ड़の正誤の૊み合Θせのうち、適౰なものはどれか。

Ξ	 ਫಓメーターは、ध要ऀが使用するਫྔをੵྔܭࢉするثྔܭであり、ਫಓ法に定める

特定ثྔܭのݕ定に合֨したものをઃஔしなけれ͹ならない。

Π	 ਫಓメーターのݕ定༗ޮظ間は、ÿ年であるため、そのظ間内にݕ定に合֨したメー

ターとަ׵しなけれ͹ならない。

΢	 ਫಓメーターのྔܭ方法は、ྲྀれているਫのྲྀ଎をଌ定してྲྀྔにࢉ׵するྲྀ଎式（ਪ

ଌ式）と、ਫのମੵをଌ定する容ੵ式（࣮ଌ式）に分ྨされ、զがࠃで使用されているਫಓ

メーターは、΄とんどが容ੵ式である。

Τ	 ਫಓメーターは、許容ྲྀྔൣғを௒えてਫをྲྀすと、正しいྔܭができなくなるおそれ

があるため、適正使用ྲྀྔൣғ、ॠ時使用の許容ྲྀྔ౳にे分ཹ意してਫಓメーターのݺ

びܘをܾ定する必要がある。

Ξ	 Π	 ΢	 Τ

⑴	 	 正	 誤	 誤	 正

⑵	 	 誤	 正	 正	 誤

⑶	 	 正	 誤	 正	 誤

⑷	 	 誤	 正	 誤	 正

໰୊ɹûÿ	 ਫಓメーターに関する次の記ड़のうち、ෆ適౰なものはどれか。

⑴	 ਫಓメーターのྔܭ෦のܗଶが可ٯ式のものは、正方޲とٯ方޲からの通աਫྔをྔܭ

するྔܭ室をもっており、正方޲はՃٯ、ࢉ方޲はࢉݮするߏ଄である。

⑵	 ి࣓式ਫಓメーターは、ӋࠜंにӬ࣓ٱੴをऔ෇けて、Ӌࠜंの回సを࣓ؾηンαでి

。ॲཧして、通աਫྔをӷথ表示する方式であるࢉ出し、ूੵ回࿏によりԋݕ৴号としてؾ

⑶	 ਫಓメーターのԕִ指示૷ஔは、ઃஔしたメーターの指示ਫྔをメーターから཭れた場

所でೳ཰よくݕ਑するためにઃけるものである。

⑷	 ਫಓメーターは、各ਫಓ事業ऀにより、使用するܗ式がҟなるため、ઃܭに౰たっては、

あらか͡めこれらを確認する必要がある。



�

໰୊ɹûĀ	 。に関する次の記ड़の正誤の૊み合Θせのうち、適౰なものはどれかࡦোと対ނਫ用۩のڅ

Ξ	 ボールタップ෇ϩータンクのਫがࢭまらないのでݪҼをௐࠪした。その݁Ռ、フϩート

หがଛ傷していたので、৽しいුۄにަ׵した。

Π	 ਫખのਫの出がѱいのでݪҼをௐࠪした。その݁Ռ、ਫખのεトϨーナにゴϛが٧まっ

ていたので、ਫખをऔ外し、εトϨーナのゴϛをআڈした。

΢	 େศثચড়หからৗにগྔのਫがྲྀ出していたのでݪҼをௐࠪした。その݁Ռ、ϐεト

ンόルϒとห࠲の間にҟ෺がかみࠐんでいたので、ϐεトンόルϒをऔ外しҟ෺をআいた。

Τ	 খศثચড়หのుਫྔがଟいのでݪҼをௐࠪした。その݁Ռ、ௐઅͶ͡が開きա͗てい

たので、ௐઅωδをࠨに回してుਫྔをݮらした。

Ξ	 Π	 ΢	 Τ

⑴	 	 誤	 誤	 正	 誤

⑵	 	 正	 誤	 誤	 正

⑶	 	 誤	 正	 正	 誤

⑷	 	 正	 誤	 正	 正

໰୊ɹü÷	 。に関する次の記ड़のうち、ෆ適౰なものはどれかࡦোと対ނਫ用۩のڅ

⑴	 ෭ห෇定ਫҐหからਫが出ないのでݪҼをௐࠪした。その݁Ռ、εトϨーナにҟ෺が٧

まっていたので、分解してਗ਼૟した。

⑵	 ਫખを使用するとਫܸ作用（΢Υータϋンマ）がੜ͡ていたのでݪҼをௐࠪした。その݁

Ռ、こまとύッΩンの外ܘがෆἧいであったので、正نなものにऔସえた。

⑶	 େศثચড়หからৗにେྔのਫがྲྀ出していたのでݪҼをௐࠪした。その݁Ռ、ϐεト

ンόルϒのεトϨーナにҟ෺が٧まっていたので、ϐεトンόルϒをऔ出しϒϥシでܰく

ਗ਼૟した。

⑷	 受ਫ૧のボールタップからのิڅਫがࢭまらないのでݪҼをௐࠪした。その݁Ռ、ボー

ルタップのห࠲がଛ傷していたので、ボールタップのύッΩンをऔସえた。



�

څ ਫ ૷ ஔ ࢪ ޻ ؅ ཧ ๏

໰୊ɹüø	 ؅ཧに関する次の記ड़の޻ࢪ 内に入る۟ޠの૊み合Θせのうち、適౰なものは

どれか。

内容を೺Ѳし、それにԊった޻ࢪ事の޻؅ཧの੹೚ऀは、事前に౰֘޻ࢪ Ξ （࣮

、౳）を作成しࡦ方法、඼質؅ཧ方法、҆全対޻ࢪ、ମ੍޻ࢪ、ఔ表޻ࢪ Π にप஌

をਤっておく。また、޻事ࢪ行に౰たっては、ܭըにͮجく޻ఔ؅ཧ、޻ఔにԠ͡た޻事඼

質の確認ฒびに޻事ਐḿに合Θせてެऺ֐ࡂ及び ΢ を๷ࢭするための҆全対ࡦを行

うなど؅޻ࢪཧにあたるものとする。

Ξ Π ΢

⑴ ҆全ܭը書 事ै事ऀ޻ ෆྑ޻ࢪ

⑵ ҆全ܭը書 ਫಓ事業ऀ ࿑ಇ֐ࡂ

⑶ ը書ܭ޻ࢪ 事ै事ऀ޻ ࿑ಇ֐ࡂ

⑷ ը書ܭ޻ࢪ ਫಓ事業ऀ ෆྑ޻ࢪ
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໰୊ɹüù	 。事に関する次の記ड़の正誤の૊み合Θせのうち、適౰なものはどれか޻ਫ૷ஔڅ

Ξ	 ใાஔ޿ใ൘౳を使用し、必要な޿、場෇ۙॅຽや通行ਓにप஌するためݱ事内容を޻

を行う。

Π	 ഑ਫ؅をஅਫしてڅਫ؅を分ذする޻事の場合は、ਫಓ事業ऀとのٞڠにͮجいて、அ

ਫ޿ใ౳をྀߟしたஅਫ޻事日がઃ定されるので、それをج४日としてఱީ౳をྀߟした

。ఔを૊Ή޻

΢	 ඼質؅ཧ記࿥は、؅޻ࢪཧの݁Ռであり適正な޻事をূ໌するূしとなるので、څਫ૷

ஔ޻事ओ೚ٕज़ऀは඼質؅ཧの࣮ࢪとその記࿥の作成をଵってはならない。たͩし、୐஍

内のڅਫ૷ஔ޻事についてはこのݶりではない。

Τ	 事内容޻、がಘられるようྗڠ行についてࢪ事の޻、場෇ۙॅຽに対しݱ、事着手後޻

の۩ମతなઆ໌を行う。

Ξ	 Π	 ΢	 Τ

⑴	 	 正	 正	 誤	 誤

⑵	 	 正	 誤	 正	 誤

⑶	 	 誤	 正	 誤	 正

⑷	 	 誤	 誤	 正	 正
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໰୊ɹüú	 下ਤは、ಓ࿏޻事を必要としない場合のڅਫ૷ஔ޻事の޻事受注から޻事完了（Ҿき౉

し）までの一ൠతな޻ఔのൈਮである。 に入る۟ޠの次の૊み合Θせのうち、適

౰なものはどれか。

事の受注޻

Ҿき౉し

通ਫ（ਫ質確認౳）

ਫಓ事業ऀのॡࠪݕ޻

Τ

各छڅਫ用۩のऔ෇け

΢

行日のઃ定ࢪ事޻

Π

ઃ　ܭ

Ξ

Ξ Π ΢ Τ

⑴ ஍ௐࠪݱ ਫಓ事業ऀによる
ઃܭ৹ࠪ

४ج質ࡐ଄ɾߏ
適合の確認

ࠪݕ事事業ऀの޻
（଱ѹ試験౳）

⑵ ਫಓ事業ऀによる
ઃܭ৹ࠪ

஍ௐࠪݱ ࠪݕ事事業ऀの޻
（଱ѹ試験౳）

४ج質ࡐ଄ɾߏ
適合の確認

⑶ ஍ௐࠪݱ ਫಓ事業ऀによる
ઃܭ৹ࠪ

ࠪݕ事事業ऀの޻
（଱ѹ試験౳）

४ج質ࡐ଄ɾߏ
適合の確認

⑷ ਫಓ事業ऀによる
ઃܭ৹ࠪ

஍ௐࠪݱ ४ج質ࡐ଄ɾߏ
適合の確認

ࠪݕ事事業ऀの޻
（଱ѹ試験౳）
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໰୊ɹüû	 ఔ؅ཧに関する次の記ड़の޻事の޻ਫ૷ஔڅ 内に入る۟ޠの૊み合Θせのうち、

適౰なものはどれか。

、ࢪ࣮、ըܭఔ؅ཧは、一ൠతに޻ Ξ にେผすることができる。ܭըのஈ֊では、

ྉの手ࡐ事用޻及び۩ث事との日ఔௐ੔、機械޻ஙݐ、ॱংや方法޻ࢪਫ用۩のڅਫ؅やڅ

഑、ٕज़ऀや഑؅ٕೳऀをؚΉ Π を手഑し४උする。޻事は ΢ の指ಋ監督

のもとで࣮ࢪする。

Ξ Π ΢

⑴ ؅ཧ 作業ओ೚ऀ ٕೳを༗するऀ

⑵ ࠪݕ 作業ै事ऀ ٕೳを༗するऀ

⑶ ؅ཧ 作業ै事ऀ 事ओ೚ٕज़ऀ޻ਫ૷ஔڅ

⑷ ࠪݕ 作業ओ೚ऀ 事ओ೚ٕज़ऀ޻ਫ૷ஔڅ

໰୊ɹüü	 ެಓ上の作業ݱ場におけるަ通อ҆対ࡦに関する次の記ड़のうち、ෆ適౰なものはどれか。

⑴	 ނ෇ۙॅຽの໎࿭ຢは事、֐ྉがަ通の๦ࡐ及び۩ث事用機械޻、౔砂࡟場の۷ݱ事޻

ൃੜのݪҼにならないようݱ場෇ۙはৗに੔ཧ੔಴しておく。

⑵	 ಓ࿏上に作業場をઃける場合は、ݪଇとしてަ通ྲྀに平行する෦分からं྆を出入りさ

せなけれ͹ならない。

⑶	 ಓ࿏上にઃஔした作業場内には、ݪଇとして、作業に使用しないं྆をறंさせてはな

らない。

⑷	 ॺ௕の指示するところにैい、ಓ࿏ඪࣝ、ඪ示൘౳࡯ܯ׋は、ಓ࿏؅ཧऀ及び所ऀ޻ࢪ

で必要なものをઃஔしなけれ͹ならない。
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໰୊ɹüý	 本事項に関する次の記ड़のうち、ෆ適౰なجのࢭ๷ނ事ؾ場におけるిݱ事の޻ਫ૷ஔڅ

ものはどれか。

⑴	 ਫ中ϙンプその他のిؾ関ࡐث܎は、ৗに点ݕとิमを行い正ৗなঢ়ଶで作ಈさせる。

⑵	 ిઢを଄Ӧ෺にεςップルでԾࢭめするなどのԾઃのి޻ؾ事は、ిؾ事業法にͮجく

ʮిؾઃඋに関するٕज़ج४を定めるলྩʯなどによりిٕؾज़ऀが行Θなけれ͹ならない。

⑶	 高ѹ഑ઢ、มిઃඋにはݥة表示を行い、઀৮のݥةのあるものには必ずࡤ、ғい、෴

い౳ిײ๷ࢭાஔを行う。

⑷	 。をઃஔするثのために、ిྗઃඋに഑ઢ用ःஅࢭ๷ނ事ిײ

໰୊ɹüþ	 。ਫタンクに関する次の記ड़のうち、ෆ適౰なものはどれかڅ定されているن४法にجஙݐ

⑴	 ਁਫによりΦーόーフϩー؅からਫがྲྀٯするおそれのある場所のڅਫタンクには、ਁ

ਫをݕ஌しܯใする૷ஔのઃஔその他をߨずる。

⑵	 を容қかつݕਫタンクは、外෦からఱҪ、ఈຢはपนのอक点څங෺の内෦にઃけるݐ

҆全に行うことができるようにする。

⑶	 ѹྗタンク౳をআき༗ޮ容ྔが2N3ະຬのڅਫタンクには、Φーόーフϩー؅をઃけ

る必要がない。

⑷	 60ܘਫタンクにઃけるマンϗールは、௚څ DN以上のԁが内઀することができるもの

とする。
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໰୊ɹüÿ	 。事ओ೚ٕज़ऀに関する次の記ड़のうち、ෆ適౰なものはどれか޻ਫ૷ஔڅઃ業法とݐ

⑴	 。Ӧ事項৹ࠪのධՁの対৅であるܦ事業における޻؅、事ओ೚ٕज़ऀは޻ਫ૷ஔڅ

⑵	 験を6か月以上ܦ事に関し࣮຿޻؅、事ओ೚ٕज़ऀ໔ঢ়のަ෇を受けたのち޻ਫ૷ஔڅ

༗するڅਫ૷ஔ޻事ओ೚ٕज़ऀは、޻؅事業におけるӦ業所のઐ೚ٕज़ऀになることがで

きる。

⑶	 ޻、事ओ೚ٕज़ऀは޻ਫ૷ஔڅ事業のӦ業所ઐ೚ٕज़ऀとなった޻き؅ͮجઃ業法にݐ

事を適正に࣮ࢪするため、ٕज़上の؅ཧや޻事のࢪ行にै事するऀのٕज़上の指ಋ監督の

৬຿を行Θなけれ͹ならない。

⑷	 、事ओ೚ٕज़ऀにおいても޻ਫ૷ஔڅΘるܞ事に޻໛なنઃ業の許可が必要のないখݐ

。ઃ業法の஌ࣝは必要であるݐ

໰୊ɹüĀ	 ࿑ಇ҆全Ӵੜに関する次の記ड़のうち、ෆ適౰なものはどれか。

⑴	 作業ओ೚ऀのओな৬຿は、作業の方法をܾ定し作業を௚઀指شすること、ث۩及び޻۩

を点ݕしෆྑ඼をऔりআくこと、อޢ๧及び҆全ۺ౳の使用ঢ়گを監ࢹすることである。

⑵	 をআ࡟の۷޵以外の޵ずいಓ及びたて）࡟໘の高さが1õ5N以上となる஍山の۷࡟۷

く。）作業については、஍山の۷࡟作業ओ೚ऀを選೚しなけれ͹ならない。

⑶	 事業ऀは、രൃ、ࢎԽ౳を๷ࢭするためؾ׵することができない場合ຢは作業のੑ質上

ૉೱࢎ中のؾ作業を行う場所のۭݥةૉܽ๡ࢎ、೉な場合をআきࠔすることがஶしくؾ׵

度を1ÿˋ以上にอつようにؾ׵しなけれ͹ならない。

⑷	 事業ऀは、ࢎૉܽ๡ݥة作業を行う場所においてࢎૉܽ๡のおそれがੜ͡たときは、௚

ちに作業を中ࢭし、࿑ಇऀをその場所から退ආさせなけれ͹ならない。
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໰୊ɹý÷	 ४に関する次の記ड़のうち、適౰なج定されている഑؅ઃඋなどのٕज़తن४法にجஙݐ

ものはどれか。

⑴	 ίンクリートへのຒઃなどにより෗৯するおそれのある෦分には、そのࡐ質にԠ͡༗ޮ

な෗৯๷ࢭのためのાஔをߨずる。

⑵	 いかなる場合においても、ߏ଄଱ྗ上ओ要な෦分を؏通して഑؅してはならない。

⑶	 ѹྗタンク及びڅ౬ઃඋには、҆全૷ஔをઃける必要はない。

⑷	 ΤϨϕーターのঢ߱࿏内にڅਫの഑؅ઃඋをઃஔしても問題ない。






